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11種

2種 4種

項目 有給休暇取得率の向上

14種

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 県産加工品の積極利用

現状（2025年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

2023年までに有給休暇取得率
８０%実現させる。
※202１年６２％

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

100％達成

2022年から順次切り替えを開始し、2024年3月に完了
した。

項目 直接仕入れ農産物品目数

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

社員が心身ともに健康であるために、有給休暇取
得率を向上させる。

現状（2024年） 更新時（3年後）

100％達成

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

６９．７％

前期の指標に対する実績

80％

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野
に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値お
よび更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認くださ
い。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

子どもたちが農業を通して環境を学べ
る各種環境イベントの実施
2021年未実施
→年１回以上実施

前期の指標に対する実績

過疎地域の田畑を１０００平米ほど賃借して農業を行うこ
とで、地方創生の取組を次世代へ繋げていく。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

2022年から毎年2回、環境イベントを実施。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 少しずつ改善はしてきたものの、業務量が増加する中、呼
びかけや意識づけなどが十分にできず、未達成となった。

R4年度 56.7%、5年度59.2%、
6年度69.7%

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取
組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

ユナイテッドトヨタ株式会社、株式会社山都でしか、農業法人 九州中央ジェネラルアグリ株式会社との連携で
上記の取組を行っていく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

社用車を電動車に切り替える ２０２２年５０％→２０２５年１００％

社員が心身ともに健康であるために、有給休暇取得率を
向上させる

経済

環境

事業者名 株式会社共栄コア

１．社員の物心両面の幸福を追求する
１．お客様、取引先、わが社が共に栄える関係を築く
１．クライアントの繁栄に寄与し、事業の活性化を通して地域社会に役立つ

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

熊本県産加工品の積極利用の推進。主に自社カ
フェにての扱い品目の導入を増やしていく。

都市と農村の共存を推進するために、グループ会
社と協力し、生産者から直接仕入れる農産物の品
目を増やしていく。


